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３ 論文の構成    
 本論文は次の 6つの章から構成されている。 
序章 研究の目的と背景 
１章 生活困窮者と住まい～戦後の生活困窮者に対する居住政策の変遷 
２章 東京都 A区における生活困窮者の生活履歴と住まいの喪失および回復の実態 
３章 X県 B市における生活困窮者の生活履歴と住まいの喪失および回復の実態 
４章 生活困窮者に「住まい・生活支援・就労支援」を提供する民間支援団体の活動実態 































































能である NPO 法人が他の組織体より優れていることが本研究の結論として示されている。 
                       
５ 論文の特質 
 本論文の特質は、これまで焦点の充てられることの少なかった生活困窮者の居住問題の実相に
ついて、丹念な調査とその解析等に基づき明らかにしたことにある。 
とりわけ生活困窮者の生活履歴と住まいの喪失に至る過程について、40事例ながら克明に解
明したことに大きな特徴と意義がある。本研究以前は、生活困窮者は一括りに捉えられており、
生年による世代属性や性別による差異について論じられることは極めて稀であった。 
そうした状況に対して、本研究により、生活困窮者には明確に異なる４つの層が存在すること
が明らかにされた。第一は、1960年以前生まれの高年層で既に就労が困難なもので、稼働期の
労働による疾病が原因で失職し、各種社会保険も未加入で困窮に至った男性単身者である。第二
は、中高年の女性で、DVや離婚により困窮にいたり、就労の経験が乏しく社会的な復帰が困難
なものである。第三は、1970年代生まれの中年層で、比較的高学歴の者が失業や就労での躓き
が原因で生活困窮に陥いる。第四は、1980年～90年生まれの「新しい貧困」ともいうべき家族
から忌避された、あるいは逃亡してきたような若年貧困者の存在である。 
こうした貧困者の多層的、多様な状況に対して、居住支援のあり方もまた多面化する必要があ
ることを指摘し、各層別の具体的な支援方策を示している。 
一方、生活困窮者に対する居住支援を行う団体に対する綿密な調査も行われており、NPO法人
等が居住支援を行う方法について、地域に存在する住宅資源や人的資源、およびその他の関係資
本の蓄積といった入念な事前準備、現実の状況に臨機応変、柔軟に対応できる即応性、入居前・
入居時・入居後の時系列に沿った一貫性のある支援が有用であることを明らかにしている。 
また、支援の担い手として NPO 法人に期待するところが大きいことを綿密な論証によって解
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き明かしたことも本論文の特質といえよう。行政や社会福祉協議会の既成の主体は、法律や制度
に基づき行う方法論しか持ち合わせておらず、極めて硬直的な支援しか行えていない。それに対
して NPO法人は多様な生活困窮者の存在に対して即応的、柔軟に対応しうることが実証されてお
り、こうした活動を担う NPO法人に対する支援もまた重要かつ必要なことを提言している。 
 
６ 論文の評価 
 本論文は、丹念な実態調査に基づき、生活困窮者の生活履歴と住まいの喪失に至る過程につい
て、克明に解明した点が高く評価できる。特に、生活困窮者には、世代属性や性別により、困窮
の状況や支援の方法が異なる 4つの層の存在を明らかにした点は秀逸である。中でも、「新しい
貧困」ともいうべき若年生活困窮者の存在を指摘したことの意義は大きい。また、居住支援の担
い手として、NPO法人の活動実態に迫り、その支援方法の特性を具体的に解明した点と、こうし
た活動への支援にまだ不足が大きいことを解き明かした点も評価できる。 
 生活困窮者の居住問題に対する学術的な研究は今なお少ない中、本論文はその端緒となる優秀
な論文として評価できる。 
 
７ 論文の判定 
本学位請求論文は，理工学研究科において必要な研究指導を受けたうえ提出されたものであり，
本学学位規程の手続きに従い，審査委員全員による所定の審査及び最終試験に合格したので，博
士（学術）の学位を授与するに値するものと判定する。 
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